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●
目
　
的

　

市
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、
主
要
な
施

　

策
や
事
務
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

点
検
お
よ
び
評
価
を
行
い
、
課
題
や
取

　

り
組
み
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
効
率
的
な
教
育
行
政
の
一

　

層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
へ

　

の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
民
に
信
頼

　

さ
れ
る
教
育
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
を

　

目
的
と
し
ま
す
。

●
点
検
・
評
価
の
方
法

・
新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本

　

政
策
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
主
要

　

施
策
を
対
象
と
し
て
、
点
検
・
評
価
を

　

行
い
ま
し
た
。

・
点
検
・
評
価
の
客
観
性
を
確
保
す
る
た

　

め
、
教
育
に
関
し
て
学
識
経
験
を
有
す

　

る
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
評
価
委

　

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

・
評
価
委
員
会
の
委
員
は
、
次
の
と
お
り

　

で
す
。

　
　

鈴
木　

巧  

氏
（
元
市
職
員
）

　
　

人
見　

英
一  

氏
（
元
小
学
校
長
）

　
　

吉
川　

惠
造  

氏
（
市
区
長
会
長
）

●
点
検
・
評
価
の
構
成

①
主
な
施
策

　

新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本

　

政
策
や
教
育
行
政
基
本
方
針
の
重
点
施

　

策
、
重
点
項
目
に
即
し
た
施
策
・
事
業

　

ご
と
に
点
検
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

②
評
価
委
員
の
意
見

　

評
価
委
員
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
意
見

　

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

③
今
後
の
事
業
の
方
向
性

　

点
検
・
評
価
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業

　

の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
に

お
け
る
重
要
事
項
や
基
本
方
針
を
決
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
長
が
具
体
の
事
務

を
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原

則
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
随
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
活
動
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
平
成
22
年
度
の
活
動
状
況

○
委
員
会
開
催　

18
回

・
付
議
内
容　

議
案
51
件
、
協
議
15
件
、

　

選
挙
１
件

○
学
校
訪
問

・
訪
問
日
数
３
日
、
訪
問
学
校
数
13
校

○
そ
の
他
の
活
動

・
議
案
審
議
な
ど
に
伴
う
現
地
調
査

・
関
東
甲
信
越
静
市
町
村
教
育
委
員
会
連

　

合
会
委
員
研
修

・
栃
木
県
市
町
教
育
委
員
会
連
合
会
委
員

　

研
修

・
那
須
地
区
市
町
教
育
委
員
会
連
合
会
研

　

修
・
各
種
大
会
、
行
事
へ
の
出
席

　
　

市
民
憲
章
推
進
大
会
、
大
田
原
マ
ラ

　
　

ソ
ン
大
会
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業
、

　
　

成
人
式
、
小
中
学
校
卒
業
式
、
小
中

　
　

学
校
将
棋
大
会　

な
ど

●
今
後
の
方
向

・
教
育
委
員
会
は
毎
月
開
催
を
原
則
と
し

　

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
毎
月
開
催
と

　

必
要
に
応
じ
て
随
時
委
員
会
を
開
催
し

　

ま
す
。

・
地
域
と
一
体
と
な
り
、
大
田
原
市
教
育

　

行
政
基
本
方
針
の
具
現
化
に
向
け
取
り

　

組
ん
で
い
き
ま
す
。

・
学
校
訪
問
、
学
校
施
設
等
の
視
察
な
ど
、

　

教
育
現
場
の
現
状
把
握
に
努
め
、
教
育

　

行
政
の
改
善
、
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ま
で

　

以
上
に
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
独
自
の

　

取
り
組
み
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の
教
育

　

の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
目
　
標

　

市
民
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、

　

必
要
な
こ
と
が
ら
を
自
ら
の
意
思
で
学

　

び
、
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、
学
習
の

　

場
や
交
流
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

　

生
涯
学
習
推
進
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　

や
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
通
し
て

　

自
治
意
識
を
高
め
、「
ひ
と
が
輝
き
、

　

ま
ち
が
輝
く
、
人
間
性
ゆ
た
か
な
」

　

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

　

す
。

●
主
な
施
策

・
自
修
館
管
理
運
営
事
業

・
市
民
憲
章
推
進
事
業

・
地
区
文
化
祭
事
業

・
ふ
れ
あ
い
の
丘
管
理
運
営
事
業

・
図
書
館
管
理
運
営

●
評
価
委
員
の
意
見

・
市
民
の
理
解
と
啓
発
を
図
る
市
民
憲
章

　

推
進
事
業
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
も
の

　

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
事
業
内
容
を
吟

　

味
し
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
継
続
実
施
に
努
め

　

る
と
と
も
に
、
各
自
治
会
へ
花
の
苗
を

　

十
分
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
予
算
化
を

　

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、
教
育
委
員
会
は
、

そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
お
よ
び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
・
評
価
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
て
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
公

表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
度
の
報
告
対
象
と
し
て
平
成
22
年

度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
点
検
・
評
価
を
行
い
、
報
告
書
を
市
議
会
へ
提
出
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
お
け
る

大
田
原
市
教
育
委
員
会
の
活
動
内
容

平
成
22
年
度
に
お
け
る

大
田
原
市
教
育
委
員
会
の
活
動
内
容

教
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
の

点
検
お
よ
び
評
価

教
育
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状
況

の
点
検
お
よ
び
評
価

１
　
生
涯
学
習
の
充
実

教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
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・
市
民
学
習
の
発
表
の
機
会
と
し
て
、
ま

　
た
、
交
流
の
場
と
し
て
、
各
地
区
公
民

　
館
で
実
施
さ
れ
て
い
る
地
区
文
化
祭
は

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
文
化
の
創

　
出
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

　
で
、
更
に
市
民
に
啓
発
し
、
よ
り
一
層

　
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
の
経
済
情
勢
や
東
日
本
大
震
災
な

　
ど
に
よ
り
、
今
後
の
ふ
れ
あ
い
の
丘
の

　
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
相
当
厳
し
く
な

　
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
さ
ら

　
な
る
経
費
削
減
を
図
り
、
効
率
的
な
運

　
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
図
書
館
は
市
民
の
生
涯
学
習
の
推
進
に

　
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
施
設
の
修
理
修
繕
は
計
画
的
に
行
い
利

　
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
く

　
だ
さ
い
。

・
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
へ
の
図
書
館
移
転

　
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
社

　
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
施
設
に
な

　
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
自
修
館
は
中
学
生
・
高
校
生
が
集
中
し

　
て
勉
強
で
き
る
最
適
な
学
習
施
設
な
の

　
で
、
今
後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
特

　
に
高
校
生
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
内
へ
の
図

　
書
館
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、
閲
覧
室

　
の
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
確
保
す
る
よ
う

　
に
努
め
る
。

・
地
区
文
化
祭
事
業
は
中
央
公
民
館
主
催

　
と
し
て
市
全
体
の
文
化
祭
を
実
施
す
る

　
よ
う
努
め
る
。

・
ふ
れ
あ
い
の
丘
施
設
利
用
に
つ
い
て
は

　
県
内
外
都
市
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努

　
め
る
。

●
目
　
標

・
幼
児
教
育
は
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
培

　
う
教
育
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
幼
稚
園
、

　
保
育
園
お
よ
び
小
学
校
の
連
携
を
密
に

　
し
、
そ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
学
校
教
育
は
、
豊
か
な
心
、
創
造
力
、

　
心
身
と
も
に
健
康
で
自
ら
学
ぶ
意
欲
と

　
社
会
変
化
に
対
応
で
き
る
た
く
ま
し
い

　「
生
き
る
力
」と
国
際
的
感
覚
を
身
に
付

　
け
た
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
学

　
校
施
設
の
整
備
充
実
に
努
め
る
と
と
も

　
に
、
少
子
化
に
対
応
し
た
学
校
統
合
と

　
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
特
色
あ
る
教
育

　
を
推
進
し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
配
慮
児
童
生
徒
支
援
非
常
勤
講
師
配
置

　
事
業
（
雇
用
創
出
総
合
対
策
事
業
）

・
学
習
到
達
度
調
査
事
業

・
奨
学
金
貸
与
事
業

・
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

・
学
校
給
食
調
理
業
務
民
間
委
託

・
黒
羽
統
合
中
学
校
建
設
事
業

●
評
価
委
員
の
意
見

・
特
別
支
援
学
級
に
対
す
る
保
護
者
の
理

　
解
を
図
る
と
と
も
に
設
置
推
進
に
努
め

　
て
く
だ
さ
い
。

・
学
習
到
達
度
調
査
は
科
学
的
か
つ
客
観

　
的
な
調
査
で
あ
り
、
学
校
お
よ
び
児
童

　
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
学
習
指
導
方

　
法
の
改
善
や
児
童
生
徒
個
々
の
学
習
改

　
善
な
ど
に
つ
な
げ
る
大
変
効
果
的
な
調

　
査
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今

　
後
も
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

・
奨
学
金
貸
与
対
象
者
を
明
確
に
す
る
た

　
め
に
、「
大
学
等
」を「
大
学
」、「
大
学
院
」

　
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
黒
羽
統
合
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
の
効
率

　
的
な
活
用
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
旧
中
学
校
施
設
の
有
効
活
用
を
検
討
し

　
て
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
発
達
障
害
等
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒

　
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
中
で
、
学
級
経

　
営
や
学
習
指
導
な
ど
の
充
実
を
図
る
た

　
め
に
は
、
非
常
勤
講
師
を
配
置
す
る
こ

　
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
の
で
継
続
し

　
て
い
く
。

・
学
習
到
達
度
調
査
は
調
査
の
た
め
の
調

　
査
に
終
わ
ら
ず
、
結
果
が
一
層
生
か
さ

　
れ
る
よ
う
努
め
る
。

・
奨
学
金
貸
与
事
業
は
能
力
が
あ
る
に
も

　
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、

　
就
学
困
難
な
者
を
支
援
す
る
本
市
独
自

　
の
意
義
あ
る
事
業
な
の
で
、
今
後
も
継

　
続
す
る
と
と
も
に
効
率
的
に
償
還
が
図

　
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

・
児
童
生
徒
の
生
命
の
安
全
確
保
が
最
優

　
先
さ
れ
る
の
で
、
早
急
に
学
校
施
設
の

　
耐
震
診
断
・
補
強
工
事
を
進
め
る
。

・
給
食
調
理
員
の
定
数
管
理
の
適
正
化
お

　
よ
び
経
費
削
減
を
図
る
上
か
ら
、
学
校

　
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
計
画
的

　
に
進
め
る
。

●
目
　
標

　
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く
、
社

　
会
的
に
自
立
し
た
青
少
年
を
育
成
す
る

　
た
め
、
親
子
の
絆
づ
く
り
や
青
少
年
の

　
社
会
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
総
合
的

　
な
相
談
お
よ
び
指
導
体
制
の
充
実
を
図

　
り
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
地
域
全

　
体
で
支
え
る
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地

　
域
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成

　
事
業

・
放
課
後
子
ど
も
教
室

●
評
価
委
員
の
意
見

・
次
代
を
担
う
青
少
年
育
成
事
業
は
、
極

　
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
地
域
ぐ
る

　
み
で
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
一
層
の
効

　
果
が
期
待
で
き
る
。

・
子
ど
も
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
場
と

　
し
て
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
設
置
意

　
義
は
大
き
く
評
価
で
き
る
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成

　
事
業
は
、
単
な
る
講
演
会
や
研
修
会
に

　
と
ど
ま
ら
ず
予
算
の
増
額
を
図
り
、
三

　
世
代
と
の
交
流
、
青
少
年
の
リ
ー
ダ
ー

　
養
成
、
青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
な
ど
の
実
践
的
な
事
業
の
展
開
を
図
る

　
よ
う
努
め
て
い
く
。

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
こ
ど
も
課
と
連

　
携
を
密
に
し
て
、
事
業
内
容
の
充
実
を

　
図
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

２
　
学
校
教
育
の
充
実

３
　
青
少
年
の
健
全
育
成
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●
目　

標

　

市
民
の
自
主
的
な
文
化
芸
術
活
動
を
支

　

援
し
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
提
供
や
本
市

　

を
特
色
づ
け
る
文
化
芸
術
事
業
の
充
実

　

を
図
る
と
と
も
に
、
活
動
の
拠
点
施
設

　

な
ど
の
整
備
充
実
に
努
め
、
心
の
豊
か

　

さ
や
生
活
の
潤
い
が
実
感
で
き
る
ま
ち

　

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
心
を

　

育
む
た
め
、
地
域
文
化
遺
産
を
後
世
に

　

の
こ
し
、
伝
統
工
芸
技
術
な
ど
を
継
承

　

し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
移
動
音
楽
鑑
賞
教
室
実
施
事
業

・
歴
史
民
俗
資
料
館
運
営

●
評
価
委
員
の
意
見

・
優
れ
た
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
豊

　

か
な
心
が
醸
成
さ
れ
る
の
で
、
予
算
の

　

増
額
を
図
り
事
業
の
継
続
に
努
め
て
く

　

だ
さ
い
。

・
芸
術
鑑
賞
助
成
事
業
の
有
効
活
用
に
努

　

め
て
く
だ
さ
い
。

・
歴
史
民
俗
資
料
は
価
値
あ
る
歴
史
的
文

　

化
遺
産
で
あ
る
の
で
、
資
料
館
と
し
て
、

　

今
後
も
資
料
の
収
集
・
保
管
・
展
示
に

　

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
音
楽
鑑
賞
教
室
を
複
数
校
で
合
同
開
催

　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
児
童
生
徒

　

に
体
験
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

　

る
の
で
、
今
後
も
継
続
す
る
。

・
周
辺
の
史
跡
（
下
侍
塚
古
墳
な
ど
の
古

　

墳
群
、
国
造
碑
な
ど
）
と
の
関
連
を
図
り

　

な
が
ら
、
市
内
外
に
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努

　

め
る
と
と
も
に
、
専
門
職
員
の
配
置
を

　

視
野
に
入
れ
事
業
内
容
の
充
実
を
図
っ

　

て
い
く
。

●
目　

標

　

市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
と
体
力
向

　

上
を
図
る
た
め
、「
市
民
一
人
１
ス
ポ

　

ー
ツ
」を
目
標
に
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ

　

施
設
の
整
備
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
指
導
体

　

制
の
強
化
、
総
合
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　

ブ
の
育
成
等
を
図
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
環

　

境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
お
よ
び
大
田
原

　

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
美
原
公
園
管
理
事
業

・
学
校
開
放
施
設
整
備
事
業

・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
管
理

・
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●
評
価
委
員
の
意
見

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
経
費
削
減
を
図
り
、

　

よ
り
効
率
的
な
運
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興

　

を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備

　

し
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

　

は
大
切
な
の
で
、
今
後
も
よ
り
よ
い
ス

　

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
・
管
理
に
努
め
て

　

く
だ
さ
い
。

・
本
球
場
周
辺
の
駐
車
場
を
利
用
し
や
す

　

い
よ
う
に
整
備
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
学
校
開
放
施
設
の
屋
外
ト
イ
レ
の
水
洗

　

化
に
つ
い
て
は
今
後
も
引
き
続
き
計
画

　

的
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

・
温
水
プ
ー
ル
は
市
民
の
健
康
保
持
増
進

　

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、

　

今
後
も
計
画
的
に
修
繕
な
ど
を
行
い
、

　

快
適
な
施
設
環
境
の
保
持
に
努
め
て
く

　

だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
関
心
が
高

　

ま
り
、
年
々
参
加
者
数
が
増
加
し
て
い
る

　

こ
と
は
評
価
で
き
る
の
で
、
内
容
の
一

　

層
の
充
実
を
図
り
継
続
し
て
開
催
す
る
。

・
学
校
施
設
の
開
放
は
今
後
も
積
極
的
に

　

進
め
る
。

・
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

　

市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン

　

大
会
で
あ
り
、
関
係
団
体
で
組
織
す
る

　

実
行
委
員
会
が
運
営
す
る
な
ど
運
営
上

　

問
題
も
な
く
、
ま
た
、
大
会
に
併
せ
て

　

地
域
の
特
色
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
工
夫
も

　

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
継

　

続
す
る
。

●
目　

標

　

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
”

も
の
の

　

見
方
・
考
え
方
”
を
培
い
、
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
精
神
を
養
う
た
め
、
国
際
姉
妹
都
市

　

等
と
の
友
好
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
在
住
外
国
人
と
の
相
互

　

理
解
を
図
り
、
共
に
安
心
し
て
居
住
で

　

き
る
環
境
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

国
内
の
友
好
都
市
と
は
、
教
育
・
文
化
・

　

産
業
等
の
交
流
事
業
や
災
害
時
の
相
互

　

支
援
協
定
等
を
契
機
と
し
た
交
流
を
通

　

し
て
友
好
を
深
め
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
青
少
年
交
流
事
業

●
評
価
委
員
の
意
見

・
高
校
生
交
流
事
業
は
20
年
以
上
経
過
し
、

　

所
期
の
目
的
を
達
成
し
て
お
り
、
ま
た
、

　

近
年
は
応
募
状
況
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

　

ー
の
受
け
入
れ
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

　

今
後
は
廃
止
も
視
野
に
入
れ
十
分
精
査

　

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
（
学
校
外
活
動
）

　

を
と
お
し
て
見
聞
を
広
め
さ
せ
る
こ
と

　

に
よ
り
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
行
動

　

力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　

ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
育
成
す
る
国
際

　

交
流
・
国
内
交
流
の
推
進
事
業
は
大
変

　

有
意
義
な
の
で
継
続
し
て
い
く
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
22
年
度
事
業

に
対
す
る
点
検
評
価
を
今
後
の
改
善
な
ど

に
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
教
育
施
策
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

６　

国
際
交
流
・
国
内
交
流
の
推
進

４　

文
化
・
芸
術
の
振
興

５　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
お
お
た
わ
ら
10
月
15
日
号
の
13
ペ
ー

ジ
「
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り
」
の
日

時
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
「
11
月
３
日
（
木
・
祝
）」で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　

黒
羽
商
工
会

　
　
　
　
（
５
４
）０
５
６
８
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